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令和６年夏 完成予定
看護学科新校舎完成予想図

旧 看護専門学校校舎



同
窓
会
会
長

同
窓
会
会
長

令和4年度の総会・懇親会は三度目の縮小・中止になり
ました。このご挨拶を記している現在、新型コロナ感染症
第6波まん延防止等重点措置の真っ只中、自粛期間です。
丸2年こういった生活の繰り返しですから、感染対策の知
識や技術も学んで、個人がその家族や周辺の人々の健康と
幸せを守るために取るべき行動も自然に身についたと感じ
ます。

さて私は、藤井、秋山、秦、佐藤と引き継いだ会長職を
昨年の総会で第5代となる兒玉会長に引き継ぎました。そ
して三役や幹事会には看護学科卒業の方々が役員として多
く名を連ねています。このように役員会も若返りをして、新
しい発想の下、もうすぐ30周年を迎える学科、”学問の府”
としての同窓会活動が益々盛んになることと期待しています。

会長職を退いてみますと気持ちが全く楽になったことに気
づきました。多くのことは役員の皆様がやって下さっていた
わけですから、何という難しいお仕事をしていたわけでもな
いのに・・・この解放感には自分でも驚きました。思い返
せば昭和の終わりに久留米大学の60周年記念を機に書記
として故高尾さんの後を継いで同窓会活動に身を置いた私
でした。30 数年の間に、先代会長のもとに「名簿作成」や

「ふたばの発刊」「事業計画」「予算計画」などなど、組織
の基盤創りに携わらせていただきましたことが自身の宝物に
なったと感謝しています。

冬の名残のまだ去りやらぬ時候
長引くコロナ禍での不自由な生活ですが、同窓会の

皆様におかれましては、人々の生命と生活を守るために、
懸命に感染予防と健康改善に取り組んで頂き、心より
敬意と感謝を表します。

2019年12月に発生したCOVID-19は、今もなお世界
にコロナ禍での困難な生活を強いており多大な影響を与
えています。それは、看護教育においても同様で、卒業式、
入学式、あのく祭、戴帽式等々、多くの催事が残念ながら
開催時期をずらし、収容定員を削減し、短時間に、静か
に開催されたり、あるいは中止になっています。また、
リモートや分散での講義、演習、実習、学年ごとの時差
登校や、指定席での会話のない昼食など、どれも学生達
には深い影を落としています。食べ盛りの学生さんが、
休み時間ごとに間食をし、大きな声で騒いでいる様子は、
ずいぶん昔のように感じます。

さまざまな形で試行錯誤していますが、この経験から
私たちは何を得て、どう変わっていくのか、未来を語る
時期に来たと思います。ゆるぎない看護の本質を貫くた
めの現場の方法が変わっていくように、看護教育の質を
担保するために、今生きている人々の命を守るための看
護がいかにあるべきかを、あらゆる人々としっかりと議
論すべき時が来たと思います。今後とも皆さまからのご
指導ご意見を賜わり、一層のお知恵を拝借できれば幸甚
です。

兒
玉
　
尚
子

　
　
（
Ⅰ
部
16
回
生
）

若
葉
の
美
し
い
さ
わ
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
臨
地
実
習
が
思
う
よ
う

に
で
き
な
い
ま
ま
社
会
人
と
な
り
、
希
望
よ
り
不
安
が
大
き
い
中
、
社
会
人
と

し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

令
和
３
年
度
７
月
の
総
会
を
経
て
、
佐
藤
和
美
前
会
長
の
後
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
Ⅰ
部
16
回
生
の
兒
玉
尚
子
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
は
看
護
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
の
ち
、
久
留
米
大
学
に
就
職
し
、
病
院
で
看

護
師
と
し
て
９
年
、
看
護
専
門
学
校
と
看
護
学
科
で
教
員
と
し
て
17
年
間
勤
務

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
職
業
人
生
の
最
後
は
臨
床
現
場
で
と
い
う
思
い
か
ら
病

院
に
戻
り
、
10
年
間
臨
床
現
場
で
の
教
育
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
役
員
と
し
て
は
、
看
護
専
門
学
校
に
異
動
し
た
平
成
６（
１
９
９
４
）

年
か
ら
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
代
議
員
に
な
っ
た
と
同
時
に
会
計
、

そ
し
て
副
会
長
と
し
て
、
そ
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
は
看
護
学

科
が
設
立
さ
れ
、
同
時
に
同
窓
会
も
看
護
専
門
学
校
か
ら
看
護
学
科
へ
と
大
き

く
変
わ
っ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
私
事
で
す
が
、
平
成
６
年
に
姪
が
産
ま
れ
、

そ
の
姪
を
見
る
と
、
看
護
専
門
学
校
へ
の
異
動
や
同
窓
会
と
の
出
会
い
を
思
い

出
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
藤
井
・
秋
山
・
秦
元
会
長
を
は
じ
め
同
窓
生
の
皆

様
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴
史
を
絶
や
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、「
会
員
相
互
の
親
睦
、

連
携
お
よ
び
福
利
厚
生
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
久
留
米
大
学
医
学
部
看
護

学
科
お
よ
び
久
留
米
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
同
窓
会
の
目
的
の
も

と
、
佐
藤
前
会
長
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
三
役
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
方
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
そ
の
任
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
た
と
き
は
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
が
猛
威
を
振
る
い
、

第
６
波
真
っ
た
だ
中
で
「
医
療
逼
迫
」
を
、
身
を
も
っ
て
感
じ
て
い
る
こ
ろ
で

し
た
。「
ふ
た
ば
」
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、コ
ロ
ナ
収
束
に
向
か
っ

て
い
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

令
和
２（
２
０
２
０
）年
度
の
総
会
・
懇
親
会
は
中
止
、
令
和
３（
２
０
２
１
）

年
度
は
総
会
の
み
代
議
員
の
み
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
令
和
４（
２
０
２
２
）

年
度
も
、
感
染
対
策
を
考
慮
し
、
午
後
か
ら
の
懇
親
会
は
中
止
と
し
、
午
前
中

の
総
会
の
み
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
総
会
で
の
審
議
・
報
告
事
項
を
は
じ
め
、

久
留
米
大
学
、
看
護
学
科
、
そ
し
て
大
学
病
院
・
医
療
セ
ン
タ
ー
の
動
き
な
ど
、

こ
の
「
ふ
た
ば
」
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ま
も
「
ふ
た
ば
」
を
お
読
み

頂
き
、
ご
意
見
や
ご
感
想
を
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
看
護
学
科
は
令
和
６
年（
２
０
２
４
）に
は
創
立
30

周
年
、
久
留
米
大
学
は
令
和
10
年（
２
０
２
８
）に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。
同
窓
会
で
は
看
護
学
科
お
よ
び
久
留
米
大
学
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
具

体
的
な
取
り
組
み
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
多
く
の
同
窓
生
に
同

窓
会
に
一
層
目
を
向
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

佐藤　和美
　　（Ⅰ部２回生）三橋　睦子

　　（Ⅰ部11回生）
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入部先生の若かりし日の一コマ

＂入
部
先
生
＂と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

入
部
先
生
は
昭
和
39
年
28
歳
の
時
に
久
留
米
大
学
に
看
護
師
養
成

所
（
全
日
制
３
年
課
程
）
を
開
設
す
る
た
め
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
昭
和
41
年
、
久
留
米
大
学
医
学
部
附
属
高
等
看
護
学
校
に
、

校
長
の
船
津
先
生
、
専
任
教
員
の
松
尾
・
山
本
・
小
林
先
生
と
と

も
に
教
務
主
任
と
し
て
１
回
生
を
迎
え
ら
れ
た
の
で
し
た
。

佐
藤
は
２
回
生
と
し
て
入
学
し
た
の
で
す
が
、
若
々
し
く
美
人

で
、
優
し
く
も
厳
し
い
側
面
を
併
せ
持
つ
入
部
先
生
は
私
た
ち
学

生
の
憧
れ
の
看
護
師
像
で
あ
り
、
自
慢
の
先
生
で
し
た
。
あ
る
時
、

清
潔
不
潔
の
演
習
を
し
て
い
た
時
に
、
実
習
室
の
遠
方
か
ら
、
突

然
『
不
潔
～
っ
！
』
と
突
き
刺
さ
る
よ
う
な
入
部
先
生
の
お
お
き

な
声
が
飛
ん
で
き
た
時
に
は
、
ど
こ
に
目
が
つ
い
て
い
る
の
か
し

ら
と
驚
い
た
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
そ
の
こ
ろ
は
全
寮
制
で
し
た

の
で
、
専
任
教
員
の
先
生
方
も
交
代
で
寝
泊
ま
り
し
、
学
生
と
生

活
を
共
に
な
さ
っ
て
い
て
、
学
生
は
終
始
監
視
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
窮
屈
な
思
い
で
し
た
が
、
今
考
え
る
と
先
生
た
ち
の
方
が
大
変

だ
っ
た
の
で
す
よ
ね
。
規
則
正
し
い
生
活
、
集
団
の
規
律
、
環
境

整
備
、
特
に
掃
除
の
仕
方
は
親
か
ら

も
褒
め
ら
れ
る
く
ら
い
に
上
達
し
た

と
思
い
ま
す
（
笑
）。

私
が
母
校
の
専
任
教
員
と
し
て

戻
っ
た
時
も
、
教
え
子
の
私
を
一
人

の
教
員
と
し
て
の
責
任
と
権
限
の
在

り
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

部
下
を
信
じ
対
等
に
尊
重
し
て
管
理

す
る
姿
勢
も
学
び
ま
し
た
。

臨
床
で
の
副
看
護
部
長
時
代
、
平

成
６
年
に
４
年
制
大
学
に
移
行
し
て

の
教
授
時
代
、
退
任
さ
れ
て
か
ら
も

尚
、
看
護
学
校
で
「
家
族
看
護
」
の

講
義
に
と
、
４
月
で
86
歳
に
な
ら
れ

る
今
現
在
も
お
元
気
で
す
。

（
文
責
・
佐
藤　

和
美
）
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薫風さわやかな季節を迎え、同窓生の皆様におかれま
しては、ますますご活躍のこととお喜び申し上げます。
今年度、久留米大学病院看護部長に就任いたしました。
同窓生の皆様に「ふたば」を通してご挨拶の機会をいた
だき感謝申し上げます。

一昨年からの新型コロナウイルス感染拡大により、久
留米大学病院においても現行の看護体制では対応しきれ
ない状況が次々と発生しました。新型コロナ感染症患者
対応に伴う、病床機能の変更、PCR、ワクチン、発熱外
来等の新しい業務への対応、看護職員の頻繁な勤務異動
など急激な変化を求められました。久留米大学病院の役
割と責任を自覚し、職員それぞれの専門性や強みを活か
して力を合わせることで、対処すべき難局を乗り越えて
いくことができたと思います。

一方でコロナ禍の中、デジタル化が促進されました。
通信機能付きバイタルサイン測定器を導入し、バイタル
サインの未入力、誤入力、タイムラグのリスクの軽減に
つながりました。また、全学メールシステムが Google社
のGoogle Workspace™に変更され、オンライン会議やカ
レンダー機能、アンケート機能などを活用し、利便性が
増しています。昨年度は院内看護研究発表会もオンライ
ンで開催することができました。

感染対策のためコミュニケーションの機会が減少しま
したが、様々なツールを活用し、職員間の対話を促進し
相互理解を深め、共に学び、育ち、高めあう職場環境つ
くりに努めていきたいと思います。

緑風の候、初夏の青空が気持ちよく感じられる季節に
なりました。同窓生の皆さまにおかれましては、ますま
すご清祥のこととお慶び申し上げます。

新型コロナウイルス感染症の猛威は続き、平穏な日常
はいつになるのか見通しがつきません。昨年度は、軽症
～中等症患者の受入れや地域外来・検査センターの他に、
新たに近隣施設への出張PCR、院外医療従事者対象のワ
クチン接種など、地域医療に貢献できるようにチーム一
丸となって取り組んでまいりました。患者さんやご家族
が安心して医療センターを利用して頂けるように、看護
部ではコロナ禍での新しい看護の力を創意工夫してまい
りました。オンライン面会は顔を合わせるだけでなく、
他職種も参加し患者さんの回復状況を家族に見てもらっ
たり、ケア会議や在宅に向けて地域の医療・介護従事者
と情報共有を行う事ができ、ご家族には大変喜ばれてお
ります。現在は、新たな取り組みとして、久留米大学文
学部の学生さんと協同し、QRコードを活用した非接触
型の入院前オリエンテーションや日常生活の注意点な
ど、ご家族と一緒に何回も繰り返し閲覧できる動画を作
成しています。医療センター看護部は、コロナ禍でも患
者さんのために何ができるのか日々考えながら、更なる
新しい看護の力を発揮できるよう邁進してまいります。

今後も「心が通い、信頼される医療」を理念とし、地
域の皆さまに親しまれる病院を目指し、看護の質の向上
に努めてまいります。同窓会の皆さまのご指導ご支援宜
しくお願い致します。

國武　栄子
（Ⅰ部17回生）原﨑　礼子

久留米大学病院久留米大学病院
看護部長看護部長

久留米大学久留米大学
医療センター医療センター

看護部長看護部長

入
部
久
子
先
生
の

入
部
久
子
先
生
の

　
　
若
か
り
し
日
の
一
コ
マ

　
　
若
か
り
し
日
の
一
コ
マ

入部久子先生：右端
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＜収入の部＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△：予算より増　　2021.4.1 ～ 2022.3.31    
費　　目 予　算　額 決　算　額 差　額 備　考

１．会費
　１）学科入会金（準会員）
　２）会費（終身）

4,675,000
1,800,000
2,875,000

4,778,900
1,785,000
2,850,000

143,900

△103,900
学科28回生1.5万×119名
学科25回生2.5万×114名
終身会費督促分（7名）

２．懇親会 0 0 0 0 0 開催中止
３．雑収入
　１）受取利息

500
500

136
136

364
預金利息

小　　計 4,675,500 4,779,036
４．前年度繰越金 13,563,249 13,563,249

合　　計 18,238,749 18,342,285

＜支出の部＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　
費　　目 予　算　額 決　算　額 差　額 備　考

１．総会費
　１）会場
　２）飲食代
　３）印刷・発送費
　４）雑費

500,000
0
0

500,000
0

400,961
0
0

385,132
15,829

99,039

資料、封筒印刷、ふたば送料込み

２．役員会
　１）日当（交通費込み）
　２）雑費

350,000
330,000
20,000

195,699
190,000

5,699

154,301 役員会
三役会・幹事会･代議員会

３．実行委員会
　１）日当
　２）交通費
　３）雑費

220,000
120,000
50,000
50,000

28,238
28,000

0
238

191,762
2021年度総会実行委員会

（総会企画・ふたば編集）

４．ふたば編集
　１）印刷費
　２）執筆御礼
　３）雑費

420,000
380,000
30,000
10,000

365,465
332,000
22,840
10,625

54,535 ふたば28号
4,500部印刷
クオカード、他

５．看護学科補助
　１）学友会補助金
　２）卒業記念品
　３）戴帽式
　４）式典用花代
　５）予備費

1,670,000
1,000,000

345,000
180,000
45,000

100,000

1,633,957
1,001,100 

324,786
163,071
45,000

100,000

36,043

証書ホルダー
戴帽式キャップ･エンブレム
入学式、戴帽式、卒業式花代
日本看護研究研究学会　第26回
九州・沖縄地方海学術集会寄付

６．消耗品
　１）事務用品費
　２）郵送代

110,000
60,000
50,000

66,093
6,107

59,986

43,907
印刷用紙、封筒等文具代
往復はがき、切手、郵送代

７．渉外費
　１）慶弔費
　２）交際費
　３）予備費

210,000
50,000
60,000

100,000

52,015
4,015

48,000
0

157,985

会議・式典出席の日当・交通費

８．事務費
　１）事務員給与
　２）コピー
　３）電話料金
　４）その他

727,596
600,000
13,996
3,600

50,000

665,691
615,780
14,256
2,105

33,550

61,905

コピー機レンタル、トナー交換代
固定電話代
wi-fiレンタル・ウイルスバスター更新

小　　計 4,207,596 3,408,119
９．次年度繰越金 14,031,153 14,934,166

合　　計 18,238,749 18,342,285

令
和
３
年
度
　
同
窓
会
会
計
決
算

総
会
報
告

総
会
報
告

令
和
３
年
度
の
同
窓
会
総
会
は
７
月
17
日
久

留
米
大
学
筑
水
会
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
た
め
懇

親
会
は
実
施
せ
ず
総
会
の
み
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
代
議
員
の
み
で
参
加
人
数
を
制
限
し

た
縮
小
開
催
と
し
、
当
日
は
マ
ス
ク
使
用
、
体

温
測
定
を
行
い
、
感
染
予
防
対
策
を
実
施
し
て

開
催
し
ま
し
た
。
総
会
出
席
者
は
34
名
で
し
た
。

総
会
は
、
福
井
智
子
さ
ん
（
Ⅰ
部
23
回
生
）

の
司
会
に
よ
り
以
下
の
式
次
第
に
そ
っ
て
順
次

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
開
会
の
辞

一
、
黙
祷

一
、
会
長
挨
拶

一
、
受
賞
者
紹
介

一
、
議
事

　

⑴　

庶
務
報
告

　
　

①
諸
会
議
報
告

　
　

②
活
動
内
容
報
告

　

⑵　

会
計
決
算
報
告

　

⑶　

監
査
報
告

　

⑷　

次
期
事
業
計
画
（
案
）

　

⑸　

次
期
予
算
（
案
）

　

⑹　

会
長
・
副
会
長
承
認

　

⑺　

そ
の
他

一
、
新
役
員
紹
介

一
、
感
謝
状
贈
呈
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＜収入の部＞　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2022.4.1 ～ 2023.3.31
費　　目 予　算　額 備　考

１．会費
　１）学科入会金（準会員）
　２）会費（終身）

4,400,000
1,650,000
2,750,000

学科29回生1.5万×110名
学科26回生2.5万×110名

２．懇親会 0 0  
３．雑収入
　１）受取利息

500
500 預金利息

小　　計 4,400,500
４．前年度繰越金 14,934,166

合　　計 19,334,666

　＜支出の部＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　
費　　目 予　算　額 備　考

１．総会費
　１）会場
　２）飲食代
　３）印刷・発送費
　４）雑費

500,000
0
0

500,000
0

会場費等（久留米大学会議室使用のため） 
懇親会飲食代
資料、封筒等印刷、ふたば送料込み
余興謝金等

２．役員会
　１）日当（交通費込み）
　２）雑費

350,000
330,000
20,000

三役会・幹事会・代議員会
3,000円×（幹事会：20名×2回、代議員会：35名×2回）

３．実行委員会
　１）日当
　２）交通費
　３）雑費

220,000
120,000
50,000
50,000

令和4年度総会実行委員会
ふたば29号編集委員

４．ふたば編集
　１）印刷費
　２）執筆御礼
　３）雑費

420,000
380,000
30,000
10,000

4,500部
１名あたり1,000円の記念品
原稿等郵送費

５．看護学科補助
　１）学友会補助金
　２）卒業記念品
　３）戴帽式
　４）式典用花代
　５）予備費

1,685,000
1,000,000

360,000
180,000
45,000

100,000

学友会補助金
3,000×120名
戴帽式キャップ･エンブレム（1,500円×120名分）
15,000円×３回（入学式、戴帽式、卒業式）

６．消耗品
　１）事務用品費
　２）郵送費

110,000
60,000
50,000

封筒、印刷用紙、インク等文具
往復はがき、切手

７．渉外費
　１）慶弔費
　２）交際費
　３）予備費

210,000
50,000
60,000

100,000
会長等、会議・式典出席の日当・交通費

８．事務費
　１）事務員給与
　２）コピー
　３）電話代
　４）その他

727,596
660,000
13,996
3,600

50,000

55,000円×12 ヶ月
レンタル料（13,996円/年）
電話代300円×12 ヶ月
wi-fiレンタル（32,400円/年）

小　　計 4,222,596
９．次年度繰越金 15,112,070

合　　計 19,334,666

令
和
４
年
度
　
同
窓
会
会
計
予
算
（
案
）

一
、
実
行
委
員
長
挨
拶

一
、
閉
会
の
辞

一
、
次
年
度
担
当
回
生
紹
介

令
和
２
年
度
同
窓
会
総
会
以
降
の
受
賞
者
は
、

自
民
党
表
彰　

高
倉
美
里
さ
ん
（
Ⅰ
部
14
回
生
）、

福
岡
県
勤
労
者
知
事
表
彰　

國
武
栄
子
さ
ん
（
Ⅰ

部
17
回
生
）、
福
岡
県
看
護
協
会
長
表
彰　

堤
徳

恵
さ
ん
（
Ⅰ
部
15
回
生
）、垣
添
美
由
紀
さ
ん
（
Ⅰ

部
16
回
生
）、
平
嶋
ゆ
か
り
さ
ん
（
Ⅰ
部
17
回

生
）、
福
岡
県
医
療
・
介
護
及
び
教
育
等
に
従
事

す
る
看
護
職
員
に
対
す
る
知
事
表
彰　

小
山
由

香
里
さ
ん
（
Ⅰ
部
17
回
生
）、
医
学
教
育
等
関
係

業
務
功
労
者
表
彰　

井
上
真
美
子
さ
ん
（
Ⅰ
部

14
回
生
）
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
は
樺
島
結
花
さ
ん
（
Ⅰ
部
19
回
生
）、
宮

原
聖
也
さ
ん
（
学
科
13
回
生
）
に
よ
っ
て
ス
ム
ー

ズ
に
進
行
さ
れ
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
承
認

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
来
、
令
和
２
年
度
が
役
員
改
選
年
度
で
し

た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め

総
会
が
中
止
と
な
り
、
９
月
に
代
議
員
の
改
選

と
し
、
三
役
員
は
１
年
間
継
続
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

今
年
度
、
佐
藤
会
長
が
退
任
、
兒
玉
尚
子
副

会
長
（
Ⅰ
部
16
回
生
）
の
会
長
新
任
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
４
年
度
の
総
会
ま
で

の
前
残
任
期
間
と
な
り
ま
す
。

兒
玉
新
会
長
か
ら
椛
勇
三
郎
さ
ん
（
学
科
１

回
生
）
の
副
会
長
新
任
の
紹
介
の
あ
と
、
長
年
会

長
を
務
め
ら
れ
た
佐
藤
和
美
さ
ん
（
Ⅰ
部
２
回

生
）
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

書
記　

築
地
原
幸
子
（
Ⅱ
部
11
回
生
）

水
落　

裕
美
（
学
科
５
回
生
）

会
計　

首
藤　

敏
夫
（
学
科
４
回
生
）

岡
村　

光
子
（
学
科
７
回
生
）
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令
和
3
年
度
同
窓
会
総
会
は
Ⅰ
部
10
回
生
、
23
回
生
、
Ⅱ
部
５
回
生
、
看
護
学
科
10
回
生
が

実
行
委
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

予
防
の
た
め
、
総
会
・
懇
親
会
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
を

ど
の
よ
う
に
開
催
す
る
の
か
、
同
窓
会
役
員
の
皆
様
を
中
心
に
何
度
も
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
懇
親
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
総
会
は
役
員
と
代
議
員
の
み
の
出
席

と
規
模
は
縮
小
さ
れ
る
も
の
の
、開
催
す
る
と
決
ま
っ
た
と
き
は
安
堵
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

皆
様
に
は
感
染
対
策
も
含
め
て
様
々
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
総
会
を
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
で
は
役
員
改
正
が
行
わ
れ
、
長
年
、
同
窓
会
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
佐
藤
和
美
前
会
長

が
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
発
足
と
な
っ
た
貴
重
な
お
話
を
伺
い
、
同
窓
会
の
歴
史
に
思
い

を
馳
せ
る
と
と
も
に
、こ
の
同
窓
会
に
身
を
置
く
一
人
と
し
て
、気
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

ふ
た
ば
は
予
定
通
り
に
発
行
し
、
皆
様
の
お
手
元
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
例
年
で

あ
れ
ば
、
同
窓
会
や
懇
親
会
な
ど
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
た
の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
た
め
様
々
な
行
事
が
中
止
と
な
り
、
掲
載
す
る
写
真
に
つ
い
て
悩
み
ま
し
た
。
ふ

た
ば
の
構
成
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
話
し
合
い
を
重
ね
、
懐
か
し
い
写
真
と
現
在
の
写
真
を
掲

載
し
、「
看
護
教
育
今
昔
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ふ
た
ば
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
お

楽
し
み
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
私
た
ち
の
生
活
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言

が
何
度
も
発
令
さ
れ
て
自
粛
生
活
と
な
り
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
こ
と
が
日
常
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
、「
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
れ
ば
」「
治
療
薬
が
で
き
れ
ば
」
元
の
生
活
に
戻
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
、
皆
が
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
変
異
を
続
け
る
ウ
イ
ル

ス
に
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
久
留
米
大
学
病
院
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
の
増
加
に
伴
い
、
患
者
を
受
け
容
れ
る
た
め
の
病
棟
編
成
、
人
事
異
動
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
た
め
の
人
員
確
保
等
が
行
わ
れ
、
急
速
な
変
化
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
未
曽
有

の
感
染
症
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
医
師
や
看
護
師
だ
け
で
な
く
、
他
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
、
事

務
や
教
員
な
ど
職
員
全
員
の
協
力
が
不
可
欠
で
、
一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
日
本
に
上
陸
し
て
２
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
と

共
存
し
た
新
し
い
生
活
様
式
の
確
立
が
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
終
息
を
願
い
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

実
行
委
員
長

  

市
川　

博
美  

（
Ⅰ
部
23
回
生
）

令
和
３

令
和
３（
２
０
２
１
）

（
２
０
２
１
）年
度
の

年
度
の
総
会
を
担
当
し
て

総
会
を
担
当
し
て
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精
神
科
医
療
は
「
入

院
医
療
中
心
か
ら
地
域

生
活
中
心
へ
」
と
い
う

理
念
が
示
さ
れ
て
以
降
、

様
々
な
施
策
が
行
わ
れ
て
十
数
年
た
ち
ま
す
が
、

約
37
％
の
退
院
患
者
が
再
入
院
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
新
た
な
地
域
精
神
保
健
医
療
体
制

に
む
け
て
、
多
職
種
連
携
や
再
入
院
予
防
等
に

関
す
る
看
護
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
舞
弓
准
教
授
、
松
島
助
教
、
福
浦

の
３
名
が
在
籍
す
る
精
神
看
護
学
領
域
で
は
、

精
神
医
療
の
現
状
を
踏
ま
え
た
「
入
退
院
を
繰

り
返
す
成
人
中
期
患
者
へ
の
精
神
科
看
護
師
が

抱
く
葛
藤
」
の
研
究
に
取
り
組
み
、
効
果
的
な

退
院
支
援
に
つ
い
て
探
求
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
す
る

ま
で
は
、
福
岡
県
内
の
医
療
福
祉
関
係
者
を
交

え
た
事
例
検
討
会
を
年
４
回
実
施
し
、
多
職
種

連
携
を
意
識
し
た
支
援
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
の
多
く
は
、
児
童
思

春
期
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
で
し
た
が
、
大

学
教
育
に
お
い
て
も
、
臨
地
実
習
で
学
生
が
児

童
思
春
期
の
患
者
さ
ん
を
受
け
持
つ
こ
と
が
多

く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
患
者
さ
ん
の
発
達

課
題
や
生
活
過
程
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
な

教
育
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
と
な
っ
て
き
て

ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
ご
指
導
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と

も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

４
年
間
を
振
り
返
っ
て
、
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
、
看
護

だ
け
で
な
く
人
と
し
て
も
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
右
も
左
も
分
か
ら
ず
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
講
義

室
に
入
っ
た
り
、
実
習
先
の
患
者
さ
ん
に
挨
拶
を
し
た
あ
の

頃
か
ら
家
族
や
大
切
な
友
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
４
年
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。

学
生
生
活
で
は
実
習
を
は
じ
め
戴
帽
式
や
部
活
動
、
解
剖

実
習
に
国
家
試
験
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
そ
の
１

つ
１
つ
が
私
の
財
産
で
す
。
そ
し
て
、
最
高
の
友
人
と
出
会

い
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
。

４
月
か
ら
は
新
し
い
土
地
・
環
境
で
新
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
辛
い
こ
と
や
キ
ツ
イ
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
学
生
生
活
で
学
ん
だ
沢
山
の
事
を
活
か
し
友
人
た
ち
と

楽
し
く
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
年
間
の
学
生
生
活
を
振
り
返
っ
て
、
長
い
よ
う
で
あ
っ
と

い
う
間
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

部
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
、
文
化
祭
な
ど
の
学
校
行
事
を
通
し

て
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
出
会
い
、
勉
学
と
の
両
立
を
し
な
が
ら

友
人
と
と
も
に
充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

特
に
、
３
年
次
の
臨
地
実
習
で
の
学
び
は
私
自
身
に
と
っ
て

濃
い
も
の
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
実
習
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

日
常
生
活
の
中
で
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
精
神
的
に
も
き

つ
い
な
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先
生
方
や
実
習
班
の

仲
間
に
支
え
ら
れ
て
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

４
年
間
、
多
く
の
経
験
を
し
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
出
会
い
、

支
え
ら
れ
、「
看
護
師
」
と
い
う
夢
に
向
か
っ
て
切
磋
琢
磨
で

き
た
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

石
橋　

孝
平

（
学
科
25
回
生
）

永
岡　

玲
奈

（
学
科
25
回
生
）

精
神
看
護
学

福
浦　

善
友

（
学
科
３
回
生
）

令
和
４
年
３
月
22
日（
火
）、
筑
水
会
館
に
て

久
留
米
大
学
医
学
部
看
護
学
科
の
卒
業
式
が
挙

行
さ
れ
、
25
回
生
１
１
４
名
に
学
位
記
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
様
々
な
制
限
の
中
で
の
卒
業

式
と
な
り
ま
し
た
が
、
卒
業
生
全
員
が
晴
れ
や

か
な
表
情
で
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
国
家
試

験
の
結
果
は
、
看
護
師（
既
卒
含
）、
保
健
師
、

助
産
師
、
全
員
合
格
で
し
た
。
さ
ら
に
看
護
師

学
校
別
合
格
者
数
は
、
全
国
第
６
位
と
い
う
素

晴
ら
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
感
染
状
況
の

中
、
講
義
や
実
習
等
限
ら
れ
た
環
境
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
し
、
つ
か
ん
だ
結
果
だ
と
思
い
ま

す
。
本
年
度
の
卒
業
生
の
進
路
状
況
は
、
看
護

師
１
０
２
名
、
助
産
師
課
程
進
学
８
名
、
保
健

師
１
名
、
大
学
院
進
学
１
名
で
し
た
。
久
留
米

大
学
病
院
に
は
、
46
名
の
採
用
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
看
護
師
の
採
用
試
験
の
時

期
が
早
ま
っ
た
こ
と
や
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
厳
し
い
就
職
活
動
と
な
り
ま
し
た

が
、
地
元
の
就
職
希
望
が
多
く
、
約
９
割
の
学

生
が
九
州
圏
内
の
就
職
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓

会
の
皆
様
に
は
、
入
学
式
、
戴
帽
式
等
、
折
に

ふ
れ
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
、
看
護
師
と
し
て
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す
卒
業
生
を
今
後
と
も
温
か

く
ご
支
援
、
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

看
護
学
科
４
年
生
担
当

古
村
美
津
代

（
Ⅰ
部
15
回
生
）

卒業生の動向

研究室だより：精神看護学

学生生活を振り返って

左から、福浦講師、舞弓准教授、松島助教

学科便り学科便り
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久
留
米
大
学
病
院
で
は
、
今
年
度
よ
り
看
護
師
に
よ
る
特
定
行
為
が
開
始
と

久
留
米
大
学
病
院
で
は
、
今
年
度
よ
り
看
護
師
に
よ
る
特
定
行
為
が
開
始
と

な
り
ま
し
た
。
特
定
行
為
を
実
施
し
て
い
る
部
署
は
、
サ
ー
ジ
カ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｕ
と

な
り
ま
し
た
。
特
定
行
為
を
実
施
し
て
い
る
部
署
は
、
サ
ー
ジ
カ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｕ
と

中
央
手
術
部
の
２
部
署
で
、
私
は
サ
ー
ジ
カ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
特
定
行
為
を
実
施
し

中
央
手
術
部
の
２
部
署
で
、
私
は
サ
ー
ジ
カ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
特
定
行
為
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
サ
ー
ジ
カ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
特
定
行
為
を
実
施
し
て
い
る
特
定
看
護
師

て
い
ま
す
。
サ
ー
ジ
カ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
特
定
行
為
を
実
施
し
て
い
る
特
定
看
護
師

は
２
名
で
、

は
２
名
で
、
3838
行
為
の
う
ち

行
為
の
う
ち
1111
行
為
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
定
看
護
師
で
も
、

行
為
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
定
看
護
師
で
も
、

修
了
し
た
研
修
に
よ
り
実
施
で
き
る
行
為
に
違
い
が
あ
り
、
私
は
主
に
動
脈
血
液

修
了
し
た
研
修
に
よ
り
実
施
で
き
る
行
為
に
違
い
が
あ
り
、
私
は
主
に
動
脈
血
液

ガ
ス
分
析
関
連
と
呼
吸
器
関
連
の
特
定
行
為
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ガ
ス
分
析
関
連
と
呼
吸
器
関
連
の
特
定
行
為
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
定
行
為
の
対
象
と
な
る
患
者
さ
ん
は
、
術
後
人
工
呼
吸
器
離
脱
困
難
や
急

特
定
行
為
の
対
象
と
な
る
患
者
さ
ん
は
、
術
後
人
工
呼
吸
器
離
脱
困
難
や
急

変
で
一
般
病
棟
よ
り
入
室
と
な
っ
た
患
者
さ
ん
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
患
者
さ

変
で
一
般
病
棟
よ
り
入
室
と
な
っ
た
患
者
さ
ん
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
患
者
さ

ん
に
対
し
て
、
医
師
か
ら
指
示
さ
れ
た
手
順
書
に
も
と
づ
き
、
特
定
行
為
を
実
施

ん
に
対
し
て
、
医
師
か
ら
指
示
さ
れ
た
手
順
書
に
も
と
づ
き
、
特
定
行
為
を
実
施

し
ま
す
。
サ
ー
ジ
カ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
、
主
治
医
が
手
術
で
不
在
と
な
る
こ
と
が

し
ま
す
。
サ
ー
ジ
カ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
、
主
治
医
が
手
術
で
不
在
と
な
る
こ
と
が

多
く
、
患
者
さ
ん
の
状
態
に
応
じ
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
介
入
が
で
き
な
い
こ
と
も

多
く
、
患
者
さ
ん
の
状
態
に
応
じ
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
介
入
が
で
き
な
い
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
特
定
看
護
師

多
々
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
特
定
看
護
師

が
い
る
こ
と
で
、
主
治
医
不
在
で
も
手
順
書

が
い
る
こ
と
で
、
主
治
医
不
在
で
も
手
順
書

に
沿
っ
て
、
患
者
さ
ん
の
状
態
に
併
せ
た
リ

に
沿
っ
て
、
患
者
さ
ん
の
状
態
に
併
せ
た
リ

ア
ル
タ
イ
ム
な
介
入
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、

ア
ル
タ
イ
ム
な
介
入
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、

主
治
医
が
不
在
で
も
人
工
呼
吸
器
の
設
定
を

主
治
医
が
不
在
で
も
人
工
呼
吸
器
の
設
定
を

離
脱
で
き
る
状
態
ま
で
変
更
し
た
り
で
き
ま

離
脱
で
き
る
状
態
ま
で
変
更
し
た
り
で
き
ま

す
。
特
定
看
護
師
は
、
医
師
の
負
担
軽
減
は

す
。
特
定
看
護
師
は
、
医
師
の
負
担
軽
減
は

も
ち
ろ
ん
、
患
者
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
を
最
小

も
ち
ろ
ん
、
患
者
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
を
最
小

限
に
し
、
安
楽
な
ケ
ア
へ
と
つ
な
ぐ
こ
と
が

限
に
し
、
安
楽
な
ケ
ア
へ
と
つ
な
ぐ
こ
と
が

で
き
る
存
在
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

で
き
る
存
在
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
看
護
師
へ
の
教
育
的
な
役
割
も
担
っ
て

は
、
看
護
師
へ
の
教
育
的
な
役
割
も
担
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
研
修
で
の
学
び

い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
研
修
で
の
学
び

を
自
部
署
や
院
内
に
還
元
し
、
看
護
の
質
の

を
自
部
署
や
院
内
に
還
元
し
、
看
護
の
質
の

向
上
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

向
上
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

杉
島　

寛 

（
学
科
７
回
生
）

臼
井　

麻
奈
美 

（
学
科
12
回
生
）

久
留
米
大
学
病
院
血
液
・
腫
瘍
内
科
で
は
、
年
間
約

久
留
米
大
学
病
院
血
液
・
腫
瘍
内
科
で
は
、
年
間
約
3030
件
の
造
血

件
の
造
血

細
胞
移
植
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
造
血
細
胞
移
植
は
ド
ナ
ー
が
な
け

細
胞
移
植
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
造
血
細
胞
移
植
は
ド
ナ
ー
が
な
け

れ
ば
成
り
立
た
ず
、
患
者
に
と
っ
て
リ
ス
ク
の
高
い
高
度
専
門
医
療

れ
ば
成
り
立
た
ず
、
患
者
に
と
っ
て
リ
ス
ク
の
高
い
高
度
専
門
医
療

で
す
。
ま
た
、
そ
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
多
職
種
で
構
成
さ
れ

で
す
。
ま
た
、
そ
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
多
職
種
で
構
成
さ
れ

る
チ
ー
ム
医
療
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
患
者
」「
ド
ナ
ー
」「
医

る
チ
ー
ム
医
療
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
患
者
」「
ド
ナ
ー
」「
医

療
ス
タ
ッ
フ
」
の
三
極
に
対
し
、
中
立
的
立
場
で
支
援
・
調
整
を
担

療
ス
タ
ッ
フ
」
の
三
極
に
対
し
、
中
立
的
立
場
で
支
援
・
調
整
を
担

う
専
門
職
種
と
し
て
、２
０
１
２
年
に
造
血
細
胞
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

う
専
門
職
種
と
し
て
、２
０
１
２
年
に
造
血
細
胞
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
（
Ｈ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。

タ
ー
（
Ｈ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。

私
は
病
棟
看
護
師
と
し
て
移
植
看
護
を
行
う
中
で
、
血
縁
ド
ナ
ー

私
は
病
棟
看
護
師
と
し
て
移
植
看
護
を
行
う
中
で
、
血
縁
ド
ナ
ー

を
支
援
し
た
い
、
よ
り
専
門
的
知
識
を
も
っ
て
移
植
に
携
わ
り
た
い

を
支
援
し
た
い
、
よ
り
専
門
的
知
識
を
も
っ
て
移
植
に
携
わ
り
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
Ｈ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
に
な
り
ま
し
た
。
Ｈ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
は
、
患
者

と
い
う
思
い
か
ら
Ｈ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
に
な
り
ま
し
た
。
Ｈ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
は
、
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
に
は
移
植
適
応
と
判
断
さ
れ
た
段
階
、
ド
ナ
ー
候
補

さ
ん
や
ご
家
族
に
は
移
植
適
応
と
判
断
さ
れ
た
段
階
、
ド
ナ
ー
候
補

と
な
っ
た
血
縁
者
に
は
選
ば
れ
た
段
階
か
ら
介
入
し
、
三
者
の
意
思

と
な
っ
た
血
縁
者
に
は
選
ば
れ
た
段
階
か
ら
介
入
し
、
三
者
の
意
思

決
定
か
ら
移
植
退
院
後
ま
で
の
全
段
階
に
お
い
て
継
続
的
に
サ
ポ
ー

決
定
か
ら
移
植
退
院
後
ま
で
の
全
段
階
に
お
い
て
継
続
的
に
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。
同
時
に
、
移
植
に
携
わ
る
他
職
種
や
院
外
関
連
施

ト
を
行
い
ま
す
。
同
時
に
、
移
植
に
携
わ
る
他
職
種
や
院
外
関
連
施

設
と
の
連
絡
調
整
を
横
断
的
に
行
い
ま
す
。
ど
の
職
種
よ
り
も
患
者

設
と
の
連
絡
調
整
を
横
断
的
に
行
い
ま
す
。
ど
の
職
種
よ
り
も
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
、
血
縁
ド
ナ
ー
と
長
く
関
わ
る
た
め
、「
こ
の
人
に
話

さ
ん
や
ご
家
族
、
血
縁
ド
ナ
ー
と
長
く
関
わ
る
た
め
、「
こ
の
人
に
話

し
た
ら
安
心
で
き
る
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
存
在
に
な
れ

し
た
ら
安
心
で
き
る
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
存
在
に
な
れ

た
ら
と
い
う
の
が
、
私
が
目
指
す
ひ
と
つ
の
理
想
形
で
す
。
そ
し
て
、

た
ら
と
い
う
の
が
、
私
が
目
指
す
ひ
と
つ
の
理
想
形
で
す
。
そ
し
て
、

介
入
す
る
中
で
得
た
情
報
や
抽
出
し
た
問
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を
移
植
チ
ー
ム
で
共

介
入
す
る
中
で
得
た
情
報
や
抽
出
し
た
問
題
を
移
植
チ
ー
ム
で
共

有
し
連
携
し
て
い
く
こ
と
も
Ｈ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
役
割
で
あ
る
と
思
っ
て
い

有
し
連
携
し
て
い
く
こ
と
も
Ｈ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
役
割
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

活
動
を
始
め
て
２
年
が
経
過
し
た
今
、
こ
の
「
つ
な
ぐ
」
医
療
に

活
動
を
始
め
て
２
年
が
経
過
し
た
今
、
こ
の
「
つ
な
ぐ
」
医
療
に

や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
よ
り
良
い
移

や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
よ
り
良
い
移

植
治
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

植
治
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

特定行為看護師の活動

「つなぐ」医療  造血細胞移植コーディネーターの活動
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平
素
よ
り
本
学
教
育
活
動
に
格
別
の
御
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
本
学
教
育
活
動
に
格
別
の
御
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
お
い
て
は
、
リ
モ
ー
ト
や
座
席
間
隔

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
お
い
て
は
、
リ
モ
ー
ト
や
座
席
間
隔

を
空
け
て
の
授
業
、
食
事
や
授
業
の
座
席
指
定
、
健
康
確
認
や
感
染
予
防
行
動
等
、
種
々
ご

を
空
け
て
の
授
業
、
食
事
や
授
業
の
座
席
指
定
、
健
康
確
認
や
感
染
予
防
行
動
等
、
種
々
ご

協
力
を
頂
き
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

協
力
を
頂
き
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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学
部
看
護
学
科
は
、
平
成
６
年
に
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し
当
時
全
国
で

医
学
部
看
護
学
科
は
、
平
成
６
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に
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設
し
当
時
全
国
で
3030
番
目
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西
日
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で
は
初
め
て
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目
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本
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初
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て

の
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立
系
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護
大
学
で
し
た
が
、
そ
の
後
急
速
に
看
護
系
大
学
が
増
加
し
、

の
私
立
系
看
護
大
学
で
し
た
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、
そ
の
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看
護
系
大
学
が
増
加
し
、
2
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2
1

2
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2
1
年
度
年
度
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校
以
上
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
各
大
学
が
競
合
す
る
中
、
人
間
性
豊
か
な
実
践
的

校
以
上
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
各
大
学
が
競
合
す
る
中
、
人
間
性
豊
か
な
実
践
的

人
材
の
育
成
を
基
本
理
念
と
し
、
久
留
米
大
学
病
院
に
隣
接
す
る
本
学
科
は
、
臨
床
に
強
い

人
材
の
育
成
を
基
本
理
念
と
し
、
久
留
米
大
学
病
院
に
隣
接
す
る
本
学
科
は
、
臨
床
に
強
い

人
材
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
近
年
の
医
学
の
進
歩
・
発
達
と
医
療
技
術
の
向
上
に
伴
い
、

人
材
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
近
年
の
医
学
の
進
歩
・
発
達
と
医
療
技
術
の
向
上
に
伴
い
、

人
々
の
治
療
へ
の
取
り
組
み
方
や
生
活
は
大
き
く
変
化
し
、
そ
こ
に
寄
り
添
う
看
護
学
の
知

人
々
の
治
療
へ
の
取
り
組
み
方
や
生
活
は
大
き
く
変
化
し
、
そ
こ
に
寄
り
添
う
看
護
学
の
知

識
・
技
術
の
格
段
の
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
進
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
教
育

識
・
技
術
の
格
段
の
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
進
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
教
育

の
た
め
に
は
、
よ
り
高
度
な
教
育
・
研
究
、
看
護
実
践
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た

の
た
め
に
は
、
よ
り
高
度
な
教
育
・
研
究
、
看
護
実
践
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た

め
の
施
設
及
び
設
備
の
充
実
、
運
営
に
多
く
の
財
源
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

め
の
施
設
及
び
設
備
の
充
実
、
運
営
に
多
く
の
財
源
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
看
護
学
教
育
の
充
実
・
振
興
を
目
的
と
し
た
「
久
留
米
大
学
医
学
部
看
護
学
科

そ
こ
で
、
看
護
学
教
育
の
充
実
・
振
興
を
目
的
と
し
た
「
久
留
米
大
学
医
学
部
看
護
学
科

教
育
研
究
振
興
資
金
」
を

教
育
研
究
振
興
資
金
」
を
2
0
2
1

2
0
2
1
年年
33
月
に
設
置
し
、
皆
々
様
か
ら
の
ご
支
援
に
よ
り
更

月
に
設
置
し
、
皆
々
様
か
ら
の
ご
支
援
に
よ
り
更

な
る
教
育
の
充
実
を
図
る
所
存
で
す
。

な
る
教
育
の
充
実
を
図
る
所
存
で
す
。

つ
き
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し
て
は
、
経
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も
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に
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す
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つ
き
ま
し
て
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に
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縮
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上
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ま
す
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な
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、
ご
寄
付
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、
税
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優
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（
寄
付
金
控
除
）
の

対
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で
あ
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、
ま
た
、
任
意
と
な
っ
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お
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ま
す
こ
と
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し
添
え
ま
す
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対
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で
あ
り
、
ま
た
、
任
意
と
な
っ
て
お
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ま
す
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

ま
た
、ご
寄
付
を
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た
だ
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た
方
に
お
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れ
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し
て
は
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学
科
広
報
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「
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な
み
ず
き
」

ま
た
、ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
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護
学
科
広
報
誌
「
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な
み
ず
き
」

に
お
名
前
等
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
な
お
、
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
そ
の
限
り
で

に
お
名
前
等
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
な
お
、
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
そ
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
清
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
清
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

丸
山　

紀
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（
Ⅰ
部
21
回
生
）

「
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
：
キ
ッ
ク
ス
」
と
は
、「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

「
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
：
キ
ッ
ク
ス
」
と
は
、「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
久
留
米
」
を
目
指
し
、
久
留
米

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
久
留
米
」
を
目
指
し
、
久
留
米

医
師
会
を
中
心
に
医
師
会
管
轄
内
を
北
部
・
中
央
・
南
西
の

医
師
会
を
中
心
に
医
師
会
管
轄
内
を
北
部
・
中
央
・
南
西
の

３
つ
に
分
け
て
、
在
宅
医
療
提
供
体
制
の
構
築
を
図
る
こ
と

３
つ
に
分
け
て
、
在
宅
医
療
提
供
体
制
の
構
築
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
久
留
米
大
学
医
療
セ
ン

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
久
留
米
大
学
医
療
セ
ン

タ
ー
は
、
久
留
米
南
西
地
区
の
中
核
病
院
と
し
て
の
重
要
な

タ
ー
は
、
久
留
米
南
西
地
区
の
中
核
病
院
と
し
て
の
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
地
区
部
会
を
開
催
し
、

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
地
区
部
会
を
開
催
し
、

シ
ス
テ
ム
構
築
の
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題
検
討
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例
検
討
会
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ど
も
行
っ
て

シ
ス
テ
ム
構
築
の
課
題
検
討
や
事
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検
討
会
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。
特
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
ネ
ッ
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ス
テ
ム
）「
と

い
ま
す
。
特
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）「
と

び
う
め
ネ
ッ
ト
」「
と
び
う
め
ネ
ッ
ト
多
職
種
連
携
」「
ア
ザ
レ

び
う
め
ネ
ッ
ト
」「
と
び
う
め
ネ
ッ
ト
多
職
種
連
携
」「
ア
ザ
レ

ア
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
し
、
患
者
の
情
報
共
有
を
多
職
種
で
連
携

ア
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
し
、
患
者
の
情
報
共
有
を
多
職
種
で
連
携

す
る
こ
と
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
入
院
時
に
は
、と
び
う
め
ネ
ッ

す
る
こ
と
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
入
院
時
に
は
、と
び
う
め
ネ
ッ

ト
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
し
た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
お
配
り
し

ト
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
し
た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
お
配
り
し

て
い
ま
す
。
特
に
と
び
う
め
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ッ
ト
多
職
種
連
携
は
、
コ
ロ
ナ

て
い
ま
す
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特
に
と
び
う
め
ネ
ッ
ト
多
職
種
連
携
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
直
接
の
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携
が
困
難
な
状
況
で
、

禍
で
直
接
の
連
携
が
困
難
な
状
況
で
、
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パ
ッ
ド
利
用
し
画

パ
ッ
ド
利
用
し
画

像
も
含
め
た
情
報
交
換
も
で
き
ま
す
。（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
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コ
ロ
ナ
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で
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っ
て
も
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域
の
医
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る
ス

コ
ロ
ナ
禍
で
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も
地
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の
医
療
や
介
護
を
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え
る
ス

タ
ッ
フ
と
の
連
携
が
出
来
、
質
の
高
い
退
院
支
援
に
も
つ
な

タ
ッ
フ
と
の
連
携
が
出
来
、
質
の
高
い
退
院
支
援
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
２
０
２
２
年
度
は
、
介
護
分
野
へ
の
普
及
も
検

が
り
ま
す
。
２
０
２
２
年
度
は
、
介
護
分
野
へ
の
普
及
も
検

討
さ
れ
今
後
ま
す
ま
す
、
久
留
米
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
は
地

討
さ
れ
今
後
ま
す
ま
す
、
久
留
米
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
は
地

域
に
開
か
れ
た
病
院
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
べ
く

域
に
開
か
れ
た
病
院
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
べ
く

Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
看
護
学
教
育
研
究
振
興
資
金
」
を
開
設

看
護
学
科
長　

三
橋　

睦
子
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恩師・同窓生の皆様方には

益々ご清祥のこととお慶び申

し上げます。この度、同級生の

兒玉尚子同窓会会長からのお

声掛けで執筆の機会を頂いたこ

とに心より感謝申し上げます。

同級生よりも８歳年上の私

ですが仕事に社会貢献活動に

と忙しい日々を送っています。

その中で近年とみに感じるの

は、恩師や同窓生の皆様方の

ありがたさです。先ず現在の職場は看護学科第１期生

の児玉ゆう子教授(星槎大学大学院教育学研究科修士課

程長)のお誘いで福岡県立大学を定年退職後に就職した

職場です。また現在私は九州・沖縄高度実践看護師活

動促進協議会という団体の代表を務めていますが、そ

こにご協力いただいているのも、看護学科や大学院の

修了生の方々、久留米大学病院で勤務されている看護

職者の方々です。このように恩師や同窓生の皆様方の

多大なご協力や支えがあってはじめて今日の私があり、

私の社会貢献活動があります。このことに心から感謝

しつつ、今しばらく私に与えられた社会的な使命を果

たしていきたいと思いますので、変わらぬご指導・ご

鞭撻をお願いいたします。皆様方の益々のご多幸とご

活躍を祈念しています。

リタイア後、軽い気持ちで応募したことがきっかけで、私は 
※ＪＩＣＡのシニアボランティアとして発展途上国で看護教育に

携わることになった。最初の派遣国、ソロモン諸島の大学では、

教科書が無い（貧しいため）、教材は乏しい（筋肉注射の練習

に茄子を使っていた）、停電は日常茶飯事、水不足、インターネッ

トに至っては言わずもがなで、発展途上国の実情を、身をもっ

て知った。後の派遣国ミャンマーでは臨床ナースの指導が任務

であったが、いざ行ってみると殆どのナースが英語を解しない

ことが判明。さらなる一撃、師長が「上司が決めたこと、我々

は経験豊富なので今更指導など必要ない」と言い放った。しか

しこういうことは『ＪＩＣＡあるある』なので、たとえ涙したと

しても自分を奮い立たせ切り拓いていくしかない。現地の人々

と同じものを食し（度々食中毒に見舞われた）、現地の人々と

同じ目線に立つ努力をし、やっと楽しさとやり甲斐を感じられ

るようになった頃、任期が終了。コロナの流行を機に私はボラ

ンティア活動に終止符を打ったが、振り返れば途上国やそこに

住む人々から学んだことの何と多かったことか。年齢を忘れて

突っ走った８年間でもあった。
※ＪＩＣＡ日本国際協力機構

木村久美子
（Ⅰ部５回生）

松枝美智子
（Ⅰ部16回生）

私は、久留米大学医学部付属看護

専門学校を１９９５年に卒業し、平成

９年４月に医療センター旧３病棟に

就職しました。消化器外科病棟で、

当時は３交代勤務、ナースキャップ

が少しお気に入りでした。７年間勤

務後、同手術室に１４年勤めました。

その間、医療センターも新しく建て

替わり、手術件数も増える中、機能

分化があり、医療センターは関節外

科センターとなりました。目まぐる

しく時が流れて、２０１９年２月に同４階西入院棟に異動とな

り、３年が過ぎようとしています。現在の病棟は地域包括ケ

ア病棟として患者さんを在宅に繋げるための関りを行う入院

棟です。在宅に１日でも早く、安全・安心して退院できるよ

うにする為には看護師の関わりはとても重要であることを知

らされました。医療センターでの勤務は２４年にもなります。

顔見知りも多く、仕事もとてもやりやすく感じております。

これまで元気で仕事を出来るのも、看護師として育ててく

れた先生方、同級生、また両親、家族に恵まれていたからだ

と思います。感謝しております。コロナ禍で厳しい情勢では

ありますが、これからも頑張っていきたいと思います。

村上　道子
（Ⅰ部28回生）

私は、事務の仕事を経て看護

師を目指しました。若い人に混

じって勉強するのは若さを貰い

又、医学の勉強は興味深く知る

事の喜びを感じて勉強しました。

病院では患者様の命を助ける事

に生きがいを感じて日々忙しく

過ごして来ました。患者様が良

くなって笑顔で退院されるのが

共に喜びでした。又、個人的に

は趣味も色々させて頂きました。

数十年がアッと言う間に過ぎ、定年後は去年までデイサー

ビスで働き、今はゆっくりと過ごしています。看護師と

いう尊い仕事を選んで私には一番合っていたと思います。

数年前、Ⅱ部６回生のクラス会に参加しました。大分

経っているのに面影はあり、嬉しい再会でした。皆さん

立派にそれぞれの職場で生き生きと職責を果たされてい

る様子で感心致しました。

このコロナ禍の今、医療者の皆さんは大変ご苦労な

さっています。私がその場にいたら果たしてこの難局を

乗り越えられただろうか？と時々思います。何もお手伝

いは出来ませんが、せめて迷惑を掛けない様に配慮して

生きて行きたいと思います。

濵﨑　明子
（Ⅱ部６回生）

イイキキイイキキ だよりだより同窓生同窓生
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土師　健
（学科24回生）

松藤　香
（学科12回生）
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設
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兼
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護
事
業
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事
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局

地域で活躍している卒業生地域で活躍している卒業生

  

局
長久冨　

瑞
穂

（
Ⅰ
部
１
回
生
）

社
会
に
貢
献
す
る
看
護
師
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
、
期
待
と
不
安
を
抱
き
な
が
ら
久
留
米
大

学
病
院
に
迎
え
入
れ
ら
れ
、
早
一
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
プ
リ
セ
プ
タ
ー
・
先
輩
方
の
熱
心
な

ご
指
導
と
仕
事
を
通
し
て
、
看
護
師
と
し
て
の

倫
理
感
、
感
性
と
言
っ
た
心
、
看
護
に
必
要
な

知
識
、
技
術
な
ど
の
技
、
そ
し
て
貢
献
し
て
い

く
た
め
の
土
台
と
な
る
健
全
な
体
、
そ
れ
ら
心

技
体
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
一
年
で
し
た
。
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ー
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ル
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Ｃ
Ｕ
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そ
の
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各
診

療
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に
お
け
る
大
き
な
手
術
を
終
え
た
患
者
様

に
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し
て
、
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中
的
な
治
療
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看
護
を
提
供
す

る
病
棟
で
あ
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患
者
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の
重
症
度
が
高
い
た

め
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張
感
が
あ
る
職
場
で
す
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で
す
が
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の
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ア
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催
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Ｈ
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Ｆ
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。
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仲
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同
窓
会
の
皆
様
の
ご
支
援
を
受

け
賜
り
、
無
事
に
ふ
た
ば
29
号
を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
お
寄
せ
頂

い
た
、
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
ふ
た

ば
を
お
読
み
頂
き
、
皆
様
の
更
な

る
力
に
な
る
事
を
、
編
集
委
員
一

同
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

      

編
集
委
員
一
同

畝　
　

蓉
子
（
学
科
11
回
生
）

川
口　

明
花
（
学
科
11
回
生
）

森
光　

美
和
（
Ⅰ
部
24
回
生
）

小
西　

博
美
（
Ⅰ
部
24
回
生
）

松
尾　

教
子
（
Ⅰ
部
24
回
生
）

安
部　

友
子
（
学
科
11
回
生
）

編
集
委
員

■日　時　令和４年７月23日（土）

■総　会　10：30 ～ 12：00

■場　所　久留米大学医学部基礎３号館
　　　　　１階セミナー室

今年度の懇親会は中止とします。

令和４年度
同窓会案内

場　所：看護学科Ｂ棟（旧専門学校校長室）

住　所：〒830-0003
　　　　久留米市東櫛原町777-1
2022年８月より校舎改築のため、しばらく移転します。
御用のある方はTELまたはメールにて連絡してください。

時　間：月・木９時 ～ 13時まで
　　　　事務代行者待機の曜日と時間
　　　　その他はFAXをご利用ください。

ＴＥＬ：０９４２－３１－７５９０（内線 3960）
ＦＡＸ：０９４２－３７－０３２２
ＵＲＬ：  http://nurse.kurume-u.ac.jp/
メール：  kurume_kango_dousoukai@yahoo.co.jp

１．	総会と懇親会の開催（年１回）
２．	代議員会・幹事会・三役会の開催
３．	機関誌「ふたば」発行（年１回）
４．	同窓会名簿の管理
５．	会員・準会員・関係者の慶弔に関すること
６．	看護学科の諸行事に出席・贈花
　　◇入学式、戴帽式、卒業式
　　◇卒業生に記念品贈与
７．	看護学科の学友会への支援
８．その他
　　◇看護学科の主催する学会や研究会への支援
　　◇他学部同窓会との連携

17回生	 安永　タカエ（神代）	 Ｒ1/8/25

20回生	 山津　セイ　（諸永）	 Ｒ3/8/4

35回生	 上野　ヒトミ（原口）	 Ｒ4/2/25

44回生	 渡辺　弥生　（勘米良）	 Ｒ3/1/24

44回生	 林　　逸子　（本園）	 Ｒ2/9/18

Ⅰ-１回生	 成清　陽子　（田中）	 Ｒ3/9

Ⅰ-１回生	 牧田　起代子		  Ｒ3/12

Ⅰ-17回生	 古閑　敏江　（生野）	 Ｒ3/9/14

　　　  　（令和３年４月以降に連絡頂いた方です）

担当回生　Ⅰ部11，24回生
　　　　　Ⅱ部６回生
　　　　　学科11回生

投稿のお願い 久留米大学医学部看護学科同窓会だより「ふたば」では、同窓生の多方面でのご活躍を、
幅広く知っていただきたく、皆様からの自薦・他薦での投稿を心よりお待ちしております。

同窓会活動

同窓会事務室案内  お悔やみ申し上げます（敬称略）

編
集
後
記


